
　

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計

決
算
は
、
平
成
20
年
11
月
に

開
か
れ
た
「
決
算
特
別
委
員

会
」
で
は
認
定
と
決
定
さ
れ

ま
し
た
が
、

元
職
員
が

横
領
し
た

生
命
保
険

の
事
務
取

扱
手
数
料

等
が
計
上

さ
れ
て
い

な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、

本
会
議
で

採
決
の
結

果
、
認
定

否
決
と
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、

他
の
歳
入
、

歳
出
に
つ

い
て
は
適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
こ
で
は
提
出
さ
れ
た

決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
決
算
は
、
歳

入
で
は
、
町
税
の
伸
び
悩
み

や
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に

よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
一

般
財
源
化
、
地
方
交
付
税
の

減
額
に
よ
り
全
体
で
昨
年
度

よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
財
源
不
足
を
補
う

た
め
、
財
政
調
整
基
金
な
ど

の
取
り
崩
し
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

歳
出
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
な

配
分
と
経
費
支
出
の
効
率
化

に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

特
に
、
民
生
費
や
衛
生
費

と
い
っ
た
、
直
接
町
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
関
係
す
る
予

算
に
つ
い
て
は
、
歳
出
全
体

の
約
43
・
７
％
を
充
て
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
町
を
つ

る
た
め
の
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
決
算
認
定

　
　
一
般
会
計　

61
億
８
７
８
３
万
円

決算３議案を認定否決
９
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
し
て
い
た
各
会
計
の
決
算
を
審
議
の
結
果
、
一
般
会
計
、
か
ん
が

い
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特
別
会
計
お
よ
び
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水
利
施
設
維
持
管
理
運
営
費

特
別
会
計
は
、
可
否
同
数
で
あ
っ
た
た
め
議
長
裁
決
に
よ
り
認
定
否
決
、
国
保
会
計
お
よ
び
住
宅

新
築
資
金
等
特
別
会
計
は
、賛
成
10
・
反
対
２
で
、そ
の
他
の
会
計
は
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

反 

対 

討 

論

　

職
員
に
よ
る
公
金
横
領

は
、
一
般
会
計
に
も
か
か

わ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

生
命
保
険
の
事
務
取
扱
手

数
料
が
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

本
来
、
収
入
と
さ
れ
る
は

ず
の
金
額
が
入
っ
て
い
な

い
平
成
19
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
は
承
認
さ

れ
が
た
く
、
認
定
に
反
対

し
ま
す
。　
（
香
原　

暹
）

平
成
19
年
度
で
工
事
が
終
了
し
た

境
川（木

月
付
近　

左
が
鞍
手
町
）

※
決
算
が
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

政
治
的
、
道
義
的
責
任
が
問
わ
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
予
算
執

行
の
効
力
に
は
影
響
し
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。　

平成２０年１２月議会

  

12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
17
日
ま
で
の
15
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
や
国
民
健
康
保
険
条
例

の
改
正
、
９
月
議
会
で
継
続
審
査
と
し
て
い
ま
し
た
各
会

計
の
決
算
認
定
な
ど
27
議
案
を
審
議
し
、
24
議
案
を
可
決
・

認
定
、
３
議
案
を
認
定
否
決
と
し
ま
し
た
。
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出
納
閉
鎖
時
点
で
は
、
か

ん
が
い
施
設
基
金
か
ら

１
億
７
千
９
０
万
円
が
横
領

さ
れ
た
と
し
て
決
算
を
調
製

し
ま
し
た
が
、
う
ち
４
千
万

円
は
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

水
利
施
設
基
金
か
ら
横
領
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
後

の
調
査
で
判
明
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
で
は
、
出
納

閉
鎖
後
は
一
切
の
現
金
の
移

動
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
平
成
20
年

度
で
是
正
し
ま
す
、
と
執
行

部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

決
算
調
製
後
、
横
領
に
つ

い
て
調
査
を
進
め
る
中
で
、

全
額
を
か
ん
が
い
施
設
基
金

か
ら
横
領
し
た
の
で
は
な
く
、

４
千
万
円
は
谷
山
池
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
水
利
施
設
基
金
か
ら

横
領
し
た
も
の
と
判
明
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
出
納
閉
鎖
後
の

現
金
の
移
動
は
で
き
な
い
た

め
、
か
ん
が
い
施
設
基
金
と

併
せ
て
平
成
20
年
度
で
是
正

し
ま
す
、
と
執
行
部
か
ら
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

　

一
般
会
計
、
か
ん
が
い
施

設
維
持
管
理
運
営
費
特
別
会

計
及
び
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
水
利
施
設
維
持
管
理
運
営

費
特
別
会
計
の
決
算
は
認
定

否
決
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
他
の
会
計
の
決
算
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
認
定
し
ま
し

た
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　

会
計

（
賛
成
10
・
反
対
２
で
認
定
）

●
住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会 

　

計（
賛
成
10
・
反
対
２
で
認
定
）

●
老
人
保
健
特
別
会
計

●
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

　

業
特
別
会
計

●
水
道
事
業
会
計

●
病
院
事
業
会
計

●
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

　

会
計

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

会　　　計　　　名 歳入（財源） 歳出（使いみち） 歳出の前年度
との比較（％）

一　　　般　　　会　　　計 62億 7,216 万円 61億 8,783 万円 ４０．９

特　

 

別　

 
会　

 

計

国民健康保険事業 20億 6,917 万円 21億 7,309 万円 １１２．８
老人保健 22億 5,085 万円 22億 5,231 万円 １０２．４
かんがい施設維持管理運営費 3,165 万円 3,165 万円 １３８．３
住宅新築資金等 233万円 203 万円 ６３．２
流域関連公共下水道事業 8億 3,306 万円 8億 3,210 万円 １０５．６
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 1,500 万円 1,499 万円 ２０５．６

水　 道 　事 　業　 会 　計
収益的収支 3億 7,035 万円 3億 4,334 万円 １０５．８
資本的収支 1億 7,490 万円 1億 1,641 万円 ８８．５

病 　院 　事 　業　 会　 計
収益的収支 25億 1,518 万円 25億 4,891 万円 ９１．６
資本的収支 3億   163 万円 4 億 5,296 万円 １８５．９

介護老人保健施設事業会計
収益的収支 3億   678 万円 3億   460 万円 １１０．１
資本的収支 932万円 2,037 万円 ５９．９

【会計別決算状況】

新
し
い
人
事

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員　

添
田

正
博
氏（
古
門
）の
任
期
が
、

平
成
21
年
３
月
31
日
で
満

了
と
な
る
の
で
、
そ
の
後

任
と
し
て
熊
井
氏
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

熊く
ま
い井　

眞ま

り

こ
理
子
氏

　
　
　
　
　
（
59
歳
）

　
　
　

古
門
７
５
７
番
地

　
　
　
　
　
　
　

 

１
期
目

か
ん
が
い
施
設
維
持

管
理
運
営
費
特
別
会
計

　
「
出
納
閉
鎖
後
は
現
金
の

移
動
が
で
き
ず
、
財
産
運
用

収
入
の
中
の
利
子
お
よ
び
配

当
の
額
が
事
実
と
違
っ
て
い

る
が
修
正
で
き
な
い
。
次
年

度
で
修
正
す
る
。」
と
執
行

部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
事
実
と
違
う
数
字
を
含

む
決
算
を
認
定
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

決
算
認
定
に
は
反
対
し
ま

す
。　
　

 

（
岡
﨑　

邦
博
）

反 

対 

討 

論

　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、

預
金
、
そ
の
他
最
も
確
実
な

方
法
で
保
管
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
は
18

年
、
19
年
と
基
金
か
ら
２
億

円
分
の
仕
組
み
債
を
購
入

し
、
現
在
元
本
割
れ
し
て
い

ま
す
。

　

大
幅
に
元
本
を
割
り
込
ん

で
い
る
も
の
を
含
む
決
算

は
、
容
認
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
決
算
認
定
に
は
反
対

し
ま
す
。　
　
（
香
原　

暹
）

反 

対 

討 

論

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

水
利
施
設
維
持
管
理
運

営
費
特
別
会
計

そ
の
他
の
会
計
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歳入決算額
６２億７，２１６万円
（１００％）

自主財源
町が自主的に集
めることができ
るお金
２５億４，６４９ 万円
（４０．６０％）

依存財源
国や県から交付
されるお金

３７億２，５６７   万円
（５９．４０％）

町税
１７億７，４９５   万円
（２８．３０％）

諸収入
２億２１９   万円
（３．２２％）

繰入金
１億９，３７１   万円
（３．０９％）

使用料及び手数料
１億８，３５３   万円
（２．９３％）

分担金及び負担金
９，８６９   万円
（１．５７％）

繰越金
８，６９７ 万円
（１．３９％）

財産収入
６４５ 万円
（０．１０％）

地方交付税
２２億８，３１５   万円

（３６．４０％）

町債（町の借入金）
４億８，９９５ 万円
（７．８１％）

国庫支出金
２億８，７５５ 万円
（４．５９％）

県支出金
２億９，０７４ 万円
（４．６４％）

地方消費税交付金
１億６，５７０ 万円
（２．６４％）

地方譲与税
９，３０８ 万円
（１．４８％）

自動車取得税交付金
　５，２１０万円（０．８３％）
ゴルフ場利用税交付金
　２，９８０万円（０．４８％）
地方特例交付金
　１，１４９万円（０．１８％）
利子割交付金
　　       ７７１万円（０．１２％）
配当割交付金
 　　    　      ６１２万円（０．１０％）
交通安全対策特別交付金
　　       ４２７万円（０．０７％）
株式等譲渡所得割交付金
　　       ４０１万円（０．０６％）

県支出金とは
　県から町に対して交付される資金
○国民健康保険基盤安定負担金 ５，９６９万円
○障害者自立支援給付費負担金 ５，５２2万円
○重度心身障害者医療費補助金 ３，００６万円
○同和対策事業費補助金 ９6０万円
○河川費補助金 ６５０万円
○農業費補助金 ３３４万円

国庫支出金とは
　国の施策又は地方公共団体の財政上特別の
　必要がある場合に、国から交付される資金
○障害者自立支援給付費負担金 １億１，０７６万円
○特定地域開発就労事業費補助金 ４，４８２万円
○道路橋梁費補助金 ２，８０５万円
○国民健康保険基盤安定負担金 １，２５６万円
○小学校費補助金 １，０６４万円

町税の内訳
収入額 割合（％）

町 民 税 ８億１，４８２万円 45.9
固定資産税 ８億　 ３１５万円 45.2
軽自動車税 ３，５２７万円 2.0
町たばこ税 １億２，１７１万円 6.9
合　計 １７億７，４９５万円 １００

１０億 ２０億

平成１７年度

２２億８,３１５万円

２４億８,０２１万円

２４億９,４４９万円

地方交付税の推移

平成１８年度

平成１９年度

平 成 １  ９ 年 度

一　般　会　計 財　　源
（歳入）

平成21年１月31日発行　鞍手町議会だより　№79 ④



歳出決算額
６１億８，７８３万円
（１００％）

民生費
１８億８，３６７万円
（３０．４４％）

公債費

９億６，７２０万円
（１５．６３％）総務費

８億６，５６９万円
（１３．９９％）

衛生費
８億２，０１９万円
（１３．２５％）

（借金の返済）

土木費
６億  １９万円
（９．７０％）

教育費
４億５，８４４万円

（７．４１％）

消防費 ３億４３７万円
（４．９２％）

農林水産業費 １億５２５万円
（１．７０％）

議会費 ９，６２６万円（１．５６％）

労働費 ５，６１０万円 （０．９１％）

商工費 ３，０４７万円 （０．４９％）

○西川線、中山・中間線路線
  バス運行負担金 　 １，３６４万円
○商工会補助金　 　　　３６０万円
○産業まつり補助金 　　２００万円
○信用金庫預託金　　 　５００万円

○特開引退者新規事業開拓
  奨励援護金　 　４，２００万円

○議員報酬　　   ４，２０９万円
○政務調査費 　　　３０４万円
○会議録速記料 　　２８３万円

○計画転作互助方式推進事業
  補助金 　　　　　 　  ７７８万円
○農業育成費交付金   １，１００万円
○農村女性チャレンジ支援
  補助金 　　　　　　　２７４万円

○古月小体育館アスベスト
  除去工事費　　 　  ２，９７０万円
○外国青年招致事業費    ４８６万円
○西川小白蟻駆除費用 　２５２万円
○共同調理場受電設備改修工事

　　 　３７８万円

○直鞍広域消防負担金
　                 ２億７，３３１万円
○防火水槽（１カ所）    ４３４万円

○インターアクセス道路負担金
  　　　　　　    １億２，５００万円
○町営住宅管理費      ２，８１８万円
○急傾斜地崩壊対策事業費
　　　　　　　     　１，５３１万円
○山田川水利組合負担金
　　　　　　　  　　 　７００万円

○じん芥に関わる経費
　　　　　　　         ３億２，２５４万円
○町立病院繰出金
                       ２億１，３４４万円
○衛生センターに関わる経費
　　　　　　　　       ９，７６１万円
○上水道事業繰出金  １，２３０万円
○小型浄化槽補助金　         ８３７万円
○葬斎場指定管理料  １，８５１万円
○葬斎場修繕費　　  　       ７６８万円
○老人保健事業費　  ２，７０６万円

○参議院議員選挙 　　　８６５万円
○町議会議員選挙 　　　７６１万円
○県知事・県議選挙 　　５２５万円
○交通安全施設整備費 　４０３万円
○固定資産（土地）鑑定評価費用

４１９万円

総合福祉センター建設等の
借入金など

○介護保険広域連合負担金
　　　　　　　         ２億４，４３６万円
○障害者自立支援事業費
                       ２億４，２２５万円
○老人保健会計繰出金
　　　　　　　                ２億１，３２０万円
○児童手当費  　      １億１，３９８万円
○重度心身障害者医療費
　         　　　　　　　     ６，６７７万円
○社会福祉協議会補助金
  　　　　　　　　            ５，０００万円

平 成 １  ９ 年 度

一　般　会　計使いみち
（歳出）
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平
成
19
年
度
決
算
の
歳
入

を
見
る
と
、
主
な
財
源
は
町

税
や
地
方
交
付
税
、
町
債
な

ど
で
、
そ
の
う
ち
地
方
交
付

税
は
歳
入
全
体
の
約
36
％
を

占
め
、
国
・
県
へ
の
依
存
が

大
き
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
予
算
が
流
動

的
、
他
動
的
で
あ
り
年
度
中

途
の
変
動
は
や
む
を
得
ま
せ

ん
が
、
補
正
は
最
小
限
に
と

ど
め
る
努
力
を
今
後
も
期
待

し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
主
な
事
業
と

し
て
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
や
境
川
水
路
整
備
事
業
、

古
月
小
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
事
業
、
西
原
橋
補
強
耐
震

工
事

Ｊ
Ｒ
委
託
事
業
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

※
財
政
力
指
数
‥
町
の
財

政
力
の
強
弱
を
示
す
数
値
。

一
・
〇
に
近
い
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

※
経
常
収
支
比
率
‥
財
政
の

弾
力
性
を
示
す
数
値
。
数
値

が
大
き
い
ほ
ど
深
刻
な
財

政
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

（
85
％
を
越
え
る
と
危
険

ゾ
ー
ン
）

　

自
主
財
源
の
主
た
る
町
税

の
徴
収
は
、
文
書
等
の
催
告

の
ほ
か
戸
別
訪
問
な
ど
の
徴

収
努
力
に
よ
り
成
果
は
見
ら

れ
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
滞

納
額
が
累
積
し
て
い
ま
す
。

　

常
習
滞
納
者
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
会
計
収
納

対
策
課
を
中
心
に
、
差
し
押

さ
え
な
ど
適
切
な
滞
納
処
分

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
現
年

度
分
が
滞
納
繰
越
に
繋
が
ら

な
い
よ
う
更
な
る
努
力
を
望

み
ま
す
。

　　

国
民
健
康
保
健
事
業
特
別

会
計
は
、
１
億
３
９
２
万
円

の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
医
療
費
の
抑
制
と
と
も

に
、
国
保
税
の
収
納
率
の
向

上
に
期
待
し
ま
す
。

　

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

は
、
収
入
が
前
年
度
に
比
べ

８
５
４
万
円
減
少
し
、
医
療

諸
費
は
４
１
５
４
万
円
増
え

た
た
め
１
４
６
万
円
の
赤
字

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
後
期
高
齢
者
医
療
に
引

き
継
が
れ
ま
す
が
、
今
後
も

高
齢
者
の
健
康
管
理
に
努

め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理

運
営
費
特
別
会
計
の
歳
入

は
、
繰
入
金
や
諸
収
入
の
増

に
よ
り
３
１
７
万
円
の
増
加
、

歳
出
も
積
立
金
の
増
に
よ
り

８
７
６
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
適
切
な
運
営
が

行
わ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特

別
会
計
は
、
歳
入
、
歳
出
と

も
財
産
収
入
の
増
に
伴
い

７
７
０
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
適
切
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
２
３
７
３
万
円

の
純
利
益
を
あ
げ
、
健
全
な

運
営
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
住
民
の
要
望
で
あ
る

「
お
い
し
く
て
安
全
な
水
」
を

供
給
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、
整
形

外
科
医
の
常
勤
医
師
派
遣
停

止
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

３
８
２
４
万
円
の
純
損
失
と

な
っ
て
い
ま
す
。
医
師
不
足

な
ど
厳
し
い
経
営
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
一
層
の
努

力
を
要
望
し
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

会
計
は
、
福
祉
の
環
境
情
勢

が
厳
し
い
中
、
２
０
８
万
円

の
純
利
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
後
も
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
な
ど
に
努
め
る
と
と

も
に
、
経
費
の
節
減
を
図
る

な
ど
一
層
の
努
力
を
要
望
し

ま
す
。

19
年
度
決
算
を
見
る

〜
監
査
意
見
か
ら
〜

一
般
会
計

１９年度

０．４４９

９７．９％

１８年度

０．４３９

９５．８％

１７年度

０．４３９

８９．８％

財政力指数

経常収支比率

財政状況の推移

税目別滞納額の推移 １７年度 1８年度 １９年度
町 民 税 ５，９９５万円 ６, ４７３万円 ７, ３５７万円

固定資産税 １億１，５１２万円 １億１, ４２５万円 １億１, １９５万円

軽自動車税 ５２５万円 ５８７万円 ６３９万円

合 　 計 １億８，０３２万円 １億８, ４８５万円 １億９, １９１万円

納入金未納額の推移 １７年度 1８年度 １９年度
町営住宅家賃 １, １８１万円 １, ００７万円 １, ０４２万円

保　育　料 ４６２万円 ４２０万円 ７２万円

国　保　税 １億４, ８０８万円 １億５, ３７５万円 １億５, １８０万円

住宅新築資金貸付金 ２, ８０６万円 ２, ８６９万円 ２, ８７８万円

そ
の
他
の
会
計

町税滞納額１億９千万円
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